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傍…傍聴可 公…会議録を町政情報提供コーナーで公開

「まちの行事予定」やお知らせコーナーに掲載している行事予定は、日時などが変更になる場合がありますので、事前に確認をお願いします。
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月月ののまま̻̻のの行行মম予予೰೰ˎˎ

行 事曜日
かみふらの雪合戦大会9:00社教センター
第51回かみふらの雪まつり10:00日の出公園日1
定期健康相談9:00～11:30かみん
放課後スクール・クラブ保護者説明会
19:00社教センター

月2

予防接種(四種混合・ポリオ・水痘・ヒブ・小児用
肺炎球菌)9:00～10:00(受付)13:00～14:00(接種)
母子手帳交付・妊婦相談11:00～11:45かみん
3歳児健康診査13:00～15:30かみん
行政相談・心配ごと相談13:00～16:00かみん
西児童館「まめまき」13:30
東児童館「まめまき」15:00

火３

水４
子宮がん・乳がん同時検診7:10かみん前出発
町立病院夜間診療17:30～19:00（受付）
放課後スクール・クラブ保護者説明会
19:00社教センター

࿐５

道民カレッジ連携講座「音楽鑑賞」
10:30社教センター

農業委員会総会傍公11:00役場
６߄

東児童館「チョコレートをつくろう！」13:30ാ７
日８

定期健康相談9:00～11:30かみん月９
広報かみふらの2月10日号発行
予防接種(BCG・麻しん風しん・水痘・ヒブ・小児
用肺炎球菌)9:00～10:00(受付)13:00～14:00(接種)
母子手帳交付・妊婦相談11:00～11:45かみん
「健康づくり推進のまち」宣言1周年記念講演
18:00～19:30かみん

火１０

建国記念の日水11
男の料理教室17:00～19:00かみん࿐１２
１歳の誕生会（2月生まれ）子どもセンター
9:４５～10:00(受付)10:00～11:00
「冬季生活に生かす雪対策」セミナー18:30かみん

１３߄

ウインターサーカス 17:00～20:00（15日まで）
トリックアート美術館前・見晴台公園ാ１４

江幌小学校閉校記念式典11:00日１５
町議会運営委員会9:00役場
定期健康相談9:00～11:30かみん月１６

写真は今年の北の
大文字♪ 本年も
よろしくお願いし
ますわよ～而

2月2日（月）までに納めましょう
猿国民健康保険税（第7期）
猿後期高齢者医療保険料（第7期）
猿介護保険料（第7期）

行 事曜日

十勝岳噴火総合防災訓練(町民避難訓練)
予防接種(四種混合・ポリオ・水痘・ヒブ・小児用
肺炎球菌)9:00～10:00(受付)13:00～14:00(接種)
母子手帳交付・妊婦相談 11:00～11:45かみん
心配ごと相談 13:00～16:00かみん
公民館講座「英会話教室」 19:00社教センター

火１７

十勝岳噴火総合防災訓練
胃がん・大腸がん検診 6:30～9:00かみん
マタニティ教室「いきいきパパ・ママ」
13:30～１５:３０子どもセンター

水１８

育児教室（3か月児対象）「にこにこ赤ちゃん」
13:30～１５:３０子どもセンター

町立病院夜間診療 17:30～19:00（受付）
࿐１９

運転免許更新時講習（優良）
13:00～13:30消防2階大会議室

第3回人材育成アカデミー
15:00～18:00プラザトミヤマ

２０߄

上富良野小学校校舎改築落成記念及び開校百十周
年記念式典 10:00ാ２１

長なわとび大会 8:30～12:00社教センター日２２
町議会厚生文教常任委員会 9:00役場
定期健康相談 9:00～11:30かみん月２３
町議会総務産建常任委員会 9:00役場
母子手帳交付・妊婦相談 11:00～11:45かみん
図書館「ふれんど」読み聞かせ会 15:30
公民館講座「英会話教室」 19:00社教センター

火２４

広報かみふらの2月25日号発行
町議会運営委員会 9:00役場
７か月・10か月児乳児相談（個別案内）
４・５か月児健康診査（個別案内）
町立病院内科外来 午後休診

水２５

町議会全員協議会 9:00役場࿐２６
すくすく離乳食・育児教室 10:00～12:00かみん
公民館講座「知っておきたい大人のマナー」
18:30社教センター

２７߄

西児童館「雪中運動会」13:30ാ２８



罫

レ
ベ
ル
２
は
「
火
口
周
辺
に
影
響
を
及
ぼ

す
噴
火
が
発
生
、
あ
る
い
は
発
生
が
予
想
さ

れ
る
状
況
」
で
あ
り
、
札
幌
管
区
気
象
台
の

発
表
で
は
、
警
戒
す
べ
き
範
囲
が
「
62
‐
２

火
口
か
ら
お
お
む
ね
１
km
以
内
」
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
区
域
へ
の
立
ち
入
り

規
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

美
瑛
町
の
望
岳
台
か
ら
十
勝
岳
本
峰
へ
向
か

う
登
山
道
の
、
十
勝
岳
避
難
小
屋
か
ら
上
に

つ
い
て
は
立
ち
入
り
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。

火
口
か
ら
１
km
以
上
離
れ
て
い
る
十
勝
岳

温
泉
や
吹
上
温
泉
、
美
瑛
町
の
白
金
温
泉
、

町
内
の
居
住
区
域
へ
の
危
険
性
は
な
く
、
日

常
生
活
へ
の
直
接
的
な
影
響
は
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
お
お
む
ね
１
km
の
範

囲
外
で
あ
っ
て
も
、
風
下
側
で
は
火
山
灰
や

小
さ
な
噴
石
が
風
に
流
さ
れ
て
く
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
、
立
ち
入
り
規
制
区
域
付
近
で
は

注
意
が
必
要
で
す
。

12
月
12

16
日

14
時

発
表
後

17
日

18
日

22
日

25
日

26
日

・
気
象
庁
が
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル

引
き
上
げ
を
発
表

・
関
係
機
関
に
発
表
Ｆ
Ａ
Ｘ
を

送
信

・
臨
時
住
民
会
長
会
議（
説
明

会
）開
催
の
案
内
送
付

・
自
衛
隊
、
警
察
に
状
況
説
明

・
関
係
機
関
に
規
制
通
知
送
付

・
町
の
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

周
知（
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
併
せ
て
掲
載
）

・
防
災
行
政
無
線
「
防
災
か
み

ふ
ら
の
行
政
だ
よ
り
」
定
時

放
送
に
て
周
知

・
か
み
ふ
ら
の
十
勝
岳
温
泉
旅

館
業
組
合
に
説
明

・
か
み
ん
に
て
臨
時
住
民
会
長

会
議（
説
明
会
）～
地
区
防
災

士
も
出
席
。
会
議
に
お
い
て

住
民
説
明
会
の
案
内
依
頼

・
悪
天
候
の
た
め
設
置
で
き
な

か
っ
た
規
制
看
板
を
設
置
完

了（
各
登
山
口
）

・
火
山
性
微
動
を
３
分
間
計
測

（
同
日
51
回
観
測
）

・
町
議
会
合
同
委
員
会
に
状
況

説
明

・
広
報
か
み
ふ
ら
の
新
春
号
に

説
明
資
料
を
挟
み
込
み

・
公
民
館
、
草
分
防
災
セ
ン

タ
ー
に
て
住
民
説
明
会

12月18日の臨時住民会長会議

こ
れ
ま
で
の
経
過

規
制
の
内
容

十
勝
岳
噴
火
警
戒
レ
ベ

十
勝
岳
噴
火
警
戒
レ
ベ
ルル

「「

２２
」」
にに
引
き
上

引
き
上
げげ

広
報
か
み
ふ
ら
の
１２
月
１２

２５
日
号
の
折
り
込

み
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
昨
年
12
月
12

16

日
に
十
勝
岳
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
１（
平
常
）

か
ら
２（
火
口
周
辺
規
制
）に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

札
幌
管
区
気
象
台
の
説
明
で
は
、

・
２
０
０
６
年
か
ら
山
体
の
浅
い
部
分
の
膨

張
が
続
い
て
お
り
、
62
‐
２
火
口
近
く
の

観
測
点
で
は
昨
年
７
月
か
ら
、
そ
の
変
化

率
が
増
大
。
膨
張
が
さ
ら
に
浅
い
と
こ
ろ

に
ま
で
及
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
る

・
62
‐
２
火
口
と
大
正
火
口
近
く
に
設
置
さ

れ
た
地
震
計
の
常
時
微
動
の
振
幅
レ
ベ
ル

に
11
月
か
ら
増
大
が
み
ら
れ
、
山
体
の
浅

い
部
分
で
の
熱
水
活
動
が
高
ま
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る

以
上
の
点
を
考
慮
し
、
今
後
、
ご
く
小
規
模

な
噴
火
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
20
年
20

12

月
16
日
の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
運
用
開
始
以
来

初
め
て
、
レ
ベ
ル
２
へ
の
引
き
上
げ
と
な
り

ま
し
た
。

町
で
は
警
戒
レ
ベ
ル
引
き
上
げ
が
発
表
さ

れ
た
当
日
、
情
報
連
絡
本
部
を
設
置
。
各
関

係
機
関
か
ら
の
情
報
収
集
と
、
住
民
へ
の
情

報
提
供
を
円
滑
に
行
う
態
勢
を
整
え
、
今
後

の
状
況
変
化
に
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。



茎

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
の
引
き
上
げ
を
受
け
、

町
で
は
２
日
後
の
18
日
に
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
か
み
ん
に
お
い
て
住
民
会
長
と
防
災

士
向
け
の
説
明
会
、
26
日
に
は
公
民
館
と
草

分
防
災
セ
ン
タ
ー
の
２
か
所
に
お
い
て
、
旭

川
地
方
気
象
台
の
職
員
も
同
席
し
て
の
住
民

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
交
わ
さ
れ
た
、
主
な
質
疑
応
答
に

つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

質
問

気
象
台
か
ら
の
通
知
は
12
月
12

16
日
に

突
然
来
た
も
の
か
。
事
前
に
町
へ
の
周
知

は
な
か
っ
た
の
か
。

回
答

先
週
９
日
に
気
象
台
か
ら
「
時
期
は

未
定
だ
が
、
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
近
々
上

げ
る
予
定
」
と
の
話
は
あ
っ
た
が
、
ど
の

タ
イ
ミ
ン
グ
か
は
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、

酸
12
月
12

18
日

臨
時
住
民
会
長
会
議

16
日
の
朝
に
「

16

14
時
に
発
表
す
る
」
と
の

報
告
を
受
け
た
。

質
問

日
程
が
不
明
で
も
、
町
内
会
長
や
防

災
士
に
事
前
情
報
は
流
せ
な
い
の
か
。

回
答

皆
さ
ん
の
不
安
な
気
持
ち
は
理
解
し

て
い
る
が
、
気
象
台
か
ら
の
発
表
が
近
日

な
の
か
、
ず
っ
と
先
に
な
る
の
か
未
定

だ
っ
た
た
め
、
安
易
に
情
報
は
流
せ
な

か
っ
た
。

質
問

水
蒸
気
噴
火
の
可
能
性
が
あ
る
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
の
時
期
に
起
き
た
場
合
、

被
害
は
ど
の
程
度
か
。

回
答

噴
火
の
可
能
性
の
あ
る
状
態
が
ど
の

程
度
続
く
か
は
不
明
で
あ
る
た
め
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
は
心
配
し
過
ぎ
な
い
で
ほ
し

い
。
気
象
台
で
は
、
浅
い
部
分
の
熱
水
が

あ
る
が
、
大
き
な
災
害
に
つ
な
が
る
も
の

で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

質
問

噴
石
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
泥

流
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
？

回
答

気
象
台
は
泥
流
が
流
れ
る
よ
う
な
噴

火
に
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
が
、
御
嶽
山

の
例
も
あ
り
、
噴
石
が
ど
こ
ま
で
飛
ぶ
か

分
か
ら
な
い
の
で
注
意
し
て
ほ
し
い
。

質
問

今
回
、
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
上
が
る

が
、
上
富
良
野
町
は
安
全
な
の
か
。
御
嶽

山
の
件
で
は
、
噴
火
予
知
連
絡
会
の
大
学

教
授
が
「
水
蒸
気
噴
火
の
予
知
は
で
き
な

い
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
気
象
台
は
危
険

な
範
囲
を
１
km
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同

会
で
は
登
山
者
に
向
け
、
活
火
山
に
登
る

こ
と
の
危
険
性
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
お
り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
が
必
要
と
い

質
問

北
海
道
に
は
御
嶽
山
の
よ
う
に
突

然
、
噴
火
す
る
山
は
あ
る
の
か
。

回
答

御
嶽
山
の
噴
火
被
害
は
１
km
以
内
に

ほ
ぼ
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
登
山
道

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
非
常
に
わ
か
り
に
く

い
前
兆
が
起
き
て
お
り
、
噴
火
の
時
間
帯

な
ど
も
含
め
、
こ
れ
ら
の
不
運
が
重
な
っ

て
大
き
な
被
害
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
小

さ
な
水
蒸
気
爆
発
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
変

化
の
後
に
起
き
る
可
能
性
は
な
い
と
は
言

え
な
い
。
道
内
で
一
番
差
し
迫
っ
た
状
況

に
あ
る
の
が
十
勝
岳
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

御
嶽
山
の
よ
う
な
事
態
を
招
か
な
い
よ
う

に
今
回
、
レ
ベ
ル
２
へ
の
引
き
上
げ
と

な
っ
た
。

質
問

現
時
点
で
想
定
さ
れ
る
水
蒸
気
爆
発

の
規
模
は
ど
の
程
度
か
。

回
答

１
km
以
内
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な

小
さ
な
も
の
の
可
能
性
を
考
え
て
レ
ベ
ル

２
に
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
に
も
っ
と
異
常

が
出
て
く
れ
ば
、
精
査
し
な
が
ら
規
制
範

囲
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

質
問

62
‐
２
火
口
以
外
の
場
所
か
ら
噴
火

す
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

回
答

62
‐
２
火
口
と
大
正
火
口
が
現
在
、

活
発
に
活
動
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
何
も

な
い
と
こ
ろ
に
火
口
が
で
き
た
経
緯
は
あ

る
が
、
現
状
で
は
こ
の
２
つ
の
火
口
の
周

辺
か
ら
噴
火
が
起
き
る
と
み
て
い
る
。

質
問

今
回
想
定
さ
れ
る
の
は
水
蒸
気
噴
火

と
の
こ
と
だ
が
、
冬
期
間
に
噴
火
す
る
と

泥
流
は
発
生
す
る
の
か
。

回
答

泥
流
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
起
き
る
こ

と
は
な
い
。
１
９
８
５
年
に
小
規
模
な
噴

火
で
熱
泥
水
が
流
れ
た
が
、
泥
流
ま
で
に

は
な
ら
な
か
っ
た
。
１
９
８
８
年
と
１
９

８
９
年
の
マ
グ
マ
噴
火
で
は
、
避
難
小
屋

ま
で
泥
流
が
流
れ
た
。
前
回
の
と
き
の
よ

う
に
、
マ
グ
マ
噴
火
で
な
け
れ
ば
泥
流
は

発
生
し
な
い
。

質
問

先
日
の
防
災
行
政
無
線（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）の
放
送
が
聞
き
取
り
づ
ら
か
っ
た
と

い
う
話
が
あ
っ
た
。
役
場
か
ら
情
報
を
発

信
す
る
手
段
と
し
て
、
町
民
に
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
な
ど
を
事
前
登
録
し
て
も
ら
い
、

何
か
あ
っ
た
時
に
一
斉
送
信
し
て
は
。

回
答

携
帯
電
話
の
機
能
と
し
て
、
災
害
な

ど
が
発
生
し
た
場
合
は
「
エ
リ
ア
メ
ー

ル
」
で
情
報
が
配
信
さ
れ
る
。
有
効
な
手

段
だ
が
、
人
に
よ
っ
て
は
「
エ
リ
ア
メ
ー

ル
」
の
配
信
を
停
止
し
て
い
る
方
も
い
る

の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
受
信
で
き
る
よ
う
に

設
定
し
て
お
い
て
ほ
し
い
。

わ
れ
て
い
る
。

回
答

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
上
が
り
、
火
口

か
ら
１
km
の
規
制
と
な
っ
た
。
完
全
に
安

全
と
は
言
え
な
い
が
、
何
か
あ
っ
た
と
き

の
た
め
に
防
災
の
意
識
を
高
く
持
っ
て
ほ

し
い
。
御
嶽
山
の
例
も
あ
り
、
町
建
設
業

協
会
か
ら
登
山
用
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
100
個

寄
贈
い
た
だ
い
た
た
め
、
町
で
は
避
難
小

屋
と
周
辺
の
温
泉
施
設
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

配
備
し
た
。

12月26日の住民説明会

酸
12
月
12

26
日

住
民
説
明
会

説
明
会
で
の
質
疑
応
答



荊

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
引
き
上
げ
を
受
け
、
町

で
は
１２
月
１２

18
日
に
冬
期
間
の
十
勝
岳
連
峰
へ

の
入
山
口
と
な
る
十
勝
岳
温
泉
駐
車
場
、
吹

上
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

白
銀
荘
駐
車
場

【週間火山概況】
http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/weekly_report/weekly.htm

【月間火山活動解説資料】
http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/monthly_vact.htm

と
、
ヒ
ュ
ッ
テ

バ
ー
デ
ン
か
み
ふ
ら
の
か

ら
道
道
吹
上
上
富
良
野
線
を
挟
ん
だ
向
か
い

側
に
あ
る
三
峰
山
沢
へ
の
入
り
口
の
３
か
所

に
、
火
口
周
辺
へ
の
立
ち
入
り
規
制
区
域
の

表
示
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
警
戒
レ
ベ
ル
引
き
上
げ
前
か
ら
予

定
し
て
い
た
も
の
と
し
て
、
町
建
設
業
協
会

か
ら
寄
贈
を
受
け
た
登
山
者
の
安
全
対
策
用

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
凌
雲
閣
と
カ
ミ
ホ
ロ
荘
、
白

銀
荘
の
３
施
設
と
上
ホ
ロ
カ
メ
ッ
ト
ク
山
避

難
小
屋
に
配
備
し
て
貸
し
出
し
を
始
め
た
ほ

か
、
気
象
庁
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
が
保
有

す
る
気
象
や
火
山
な
ど
の
情
報
を
一
元
管
理

し
て
表
示
す
る
準
リ
ア
ル
気
象
監
視
シ
ス
テ

ム
「
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
Ｅ
２
」（
北
海
道
大
学
有
珠

火
山
観
測
所

大
島
弘
光
所
長
開
発
）を
役

場
１
階
町
民
ホ
ー
ル
に
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
は
各
関
係
機
関
と
の
連
携
を
よ
り
密

に
す
る
こ
と
で
十
勝
岳
の
火
山
活
動
に
関
す

る
情
報
収
集
を
強
化
し
て
い
く
と
と
も
に
、

住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
公
開
を
積
極
的
に

行
い
、
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
各
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
安

全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
に
向
け
、
確
固

た
る
防
災
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
警
戒
レ
ベ
ル
引
き
上
げ
に
よ
り
気

象
庁
か
ら
１
週
間
ご
と
の
火
山
概
況
が
発
表

さ
れ
る
ほ
か
、
従
来
ど
お
り
火
山
活
動
解
説

資
料
も
毎
月
発
表
さ
れ
ま
す
。
内
容
は
気
象

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
左
上
の
U
R
L
）で
ご

覧
い
た
だ
け
る
ほ
か
、
役
場
１
階
町
民
ホ
ー

ル
に
印
刷
し
た
も
の
を
用
意
し
て
い
ま
す
。十勝岳温泉駐車場に設置された看板

今回の規制範囲

警
戒
態
勢
の
整
備

十勝岳噴火警戒レベル引き上げに伴う立ち入り規制区域



想定される現象など住民の行動、入
山者への対応

火山活動の状況レベ
ル

対象
範囲

予報
警報

積雪期に岩屑なだれを伴う噴火が発生、あるいは切迫して
おり、大規模な融雪型火山泥流の発生が予想される。

過去事例 1926年5月24日16時17分過ぎ 噴火により中央火
口丘が崩壊し大規模な泥流が発生、山体崩壊に前駆して発生
した12時11分の水蒸気爆発

大噴火が発生、あるいは切迫しており、居住地域に到達する
火砕流の発生が予想される。積雪期に火砕流が発生した場合
には、大規模な融雪型火山泥流の発生が予想される。

過去事例 約3,300年前の噴火

危険な居住地域
からの避難など
が必要

居住地域に重大
な被害を及ぼす
噴火が発生、あ
るいは切迫して
いる状態にある

５
（
避
難
）

居
住
地
域
と
そ
れ
よ
り
火
口
側

噴
火
警
報

地震活動や熱活動のさらなる活発化、地殻変動の増大など
により大噴火発生の可能性が高まる。

過去事例 観測事例なし

中噴火が発生、あるいは積雪期に小噴火が発生

過去事例
1962年6月30日2時45分 中噴火発生
1988年12月16日～1989年3月15日 小規模な爆発的噴火が
繰り返し発生

警戒が必要な居
住地域での避難
の準備、災害時
要援護者の避難
などが必要

居住地域に重大
な被害を及ぼす
噴火が発生する
と予想される
（可 能 性 が 高
まっている）

４
（
避
難
準
備
）

地震活動が活発化し、有感地震、火山性微動が頻発するなど
により、噴火の発生が予想される

過去事例
1926年5月 鳴動、噴火の10日前から有感地震
1962年5月以降 有感地震、微動頻発
1988年9月下旬 火山性地震の増加傾向開始
1988年10～12月 有感地震、微動の発生回数増加

非積雪期に小噴火が発生、大きな噴石がおおむね１～２km
以内に飛散

過去事例 観測事例なし

住民は通常の生
活（その後の火
山活動の推移に
注意）。状況に
応じて災害時要
援護者の避難準
備など。登山禁
止や入山規制な
ど危険な地域へ
の立ち入り規制
など

居住地域の近く
まで重大な影響
を及ぼす（この
範囲に入った場
合には生命に危
険が及ぶ）噴火
が発生、あるい
は発生すると予
想される

３
（
入
山
規
制
）

火
口
か
ら
居
住
地
域
近
く
ま
で

火
口
周
辺
警
報

体に感じない微小な地震活動の一時的な高まりや火山性微
動の発生、噴煙活動活発化などの熱活動の高まりがみられ、ご
く小規模な噴火の発生が予想される

過去事例
1925年12月 中央火口丘の火口内に新たな火口（大噴）出現
1952年8月17日 昭和火口形成
1954年 大正火口の噴気活動活発化、溶融硫黄流出
1983年2月、5月 微小な地震が増加
1985年6月19日 62-1火口からごく小規模な噴火

住民は通常の生
活（今後の火山
活動の推移に注
意）。火口周辺
への立ち入り規
制など

火口周辺に影響
を及ぼす（この
範囲に入った場
合には生命に危
険が及ぶ）噴火
が発生、あるい
は発生すると予
想される

２
（
火
口
周
辺
規
制
）

火
口
周
辺

火山活動は静穏。状況により山頂火口内と付近に影響する
程度の火山灰の噴出などの可能性あり

状況に応じて火
口内と付近への
立ち入り規制な
ど

火山活動は静
穏。火山活動の
状態によって、
火口内で火山灰
の噴出などがみ
られる（この範
囲に入った場合
には生命に危険
が及ぶ）

１
（
平
常
）

火
口
内
な
ど

噴
火
予
報

※大きな噴石とは、風の影響を受けずに弾道を描いて飛散する程度の大きさのもの

※大噴火とは噴煙が1万数千ｍ以上あがり、場合によっては火砕流が居住地域まで流下。それに伴う融雪型泥流が発生

※中噴火とは噴煙が数千～1万ｍ以上あがり、噴石が火口から2～3kmまで飛散。場合によって溶岩流を伴う

※小噴火とは噴煙が1千ｍ程度以下で、噴石が火口から1～2kmまで飛散。小規模な火砕流や融雪型泥流が発生

十勝岳の噴火警戒レベル

蛍

問合せ 総務課基地調整室 拶盈6980
旭川地方気象台 拶０１６６‐３２‐７１０２

十勝岳
過去の噴火

平成20年12月運用開始



農
村
部
の
路
線
バ
ス
廃
止
に
伴
い
、
予
約

タ
ク
シ
ー
の
み
に
な
り
、
バ
ス
片
道
100
円
の

路
線
バ
ス
か
ら
片
道
400
円
の
乗
合
い
タ
ク

シ
ー
だ
け
に
な
り
ま
す
。

市
街
区
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
片
道
は
、
200
円

で
す
。

農
村
部
で
の
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
の
利
用
目

的
は
、
ほ
と
ん
ど
が
通
院
・
買
い
物
と
生
活

の
た
め
の
足
と
し
て
お
年
寄
り
が
月
に
数
回

利
用
し
て
い
る
現
状
で
す
。

生
活
に
直
影
響
す
る
こ
と
に
対
し
、
老
人

が
選
択
で
き
な
い
公
共
の
乗
り
物
を
住
む
場

所
に
よ
っ
て
料
金
の
格
差
を
つ
け
な
い
で
、

市
街
地
区
と
同
じ
扱
い
で
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

ま
た
、
農
村
部
の
路
線
バ
ス
廃
止
に
よ

り
、
65
歳
以
下
の
農
村
部
の
足
は
自
力
の
も

の
現
状
に
な
り
と
て
も
不
利
益
が
生
じ
る
の

に
、
こ
の
件
に
つ
い
て
の
説
明
会
は
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
先
に
農
村
部
の
意
見
を
聞
く

場
が
あ
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

農
村
部
は
、
病
院
や
市
街
地
区
に
は
遠
い

十
勝
岳
線
を
除
く
４
路
線
の
町
営
バ
ス
の

運
行
見
直
し
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
４
月

の
住
民
会
長
懇
談
会
で
説
明
の
う
え
、
説
明

会
を
開
催
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
、

６
月
か
ら
各
住
民
会
に
お
い
て
、
説
明
会
を

開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
後
も
各
住
民
会
長
に
個
々
に
お
願
い

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
９
月
に
再
び
説
明
会

開
催
を
お
願
い
す
る
文
書
を
送
付
し
、
こ
れ

【
ご
意
見

【
ご
意
見
】】

【
回
答

【
回
答
】】総
務
課
総
務

総
務
課
総
務
班班

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
スススススススススススススススススススス

町
民
ポ
ス
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

お
答
え
し
Ⅺ
ⅆ

あなたの意見を
町政へ！

分
、
何
か
あ
っ
た
時
の
交
通
手
段
に
心
配
が

あ
り
ま
す
。

路
線
バ
ス
の
利
用
が
、
あ
る
な
し
だ
け
で

廃
止
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
安
心
で
き
る

住
民
の
足
を
確
保
さ
れ
る
こ
と
も
必
要
な
こ

と
と
感
じ
ま
す
。
全
て
路
線
バ
ス
の
廃
止
で

は
な
く
、
他
の
方
法
は
検
討
さ
れ
る
余
地
が

な
い
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
か
ら
先
ず
っ
と
、
市
街
区
と
こ
の
よ

う
な
格
差
が
あ
る
こ
と
に
理
不
尽
を
感
じ
ま

す
。再

度
、
農
村
部
の
お
年
寄
り
の
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
料
金
、
路
線
バ
ス
の
検
討
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

匿
名
希
望

男
性

ま
で
各
地
区
に
お
伺
い
し
説
明
し
て
き
ま
し

た
。町

営
バ
ス
廃
止
後
は
、
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

利
用
料
金
は
同
一
区
域
内
で
200
円
、
他
の
区

域
へ
の
利
用
で
は
400
円
に
な
り
、
利
用
料
金

が
同
一
と
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
民
間

の
交
通
機
関
の
基
本
で
あ
り
ま
す
距
離
に
応

じ
て
料
金
を
設
定
す
る
方
法
を
原
則
と
し
、

そ
の
一
部
を
利
用
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
こ
と
を
、
御
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
ド

ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
（
戸
口
か
ら
戸
口
）の
た

め
、
夏
の
暑
い
時
期
や
冬
の
寒
い
時
期
に
も

外
で
待
つ
こ
と
な
く
、
自
宅
で
お
待
ち
い
た

だ
き
、
目
的
地
の
玄
関
先
で
降
り
ら
れ
る
ほ

か
、
土
曜
日
運
行
や
自
宅
発
４
便
、
目
的
地

発
４
便
の
計
８
便
で
の
運
行
な
ど
、
町
営
バ

ス
と
比
較
し
ま
し
て
、
利
便
性
が
図
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
料
金
設
定

に
つ
き
ま
し
て
御
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。な

お
、
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
以
外
の
交

通
手
段
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
考
え
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利

便
性
を
図
る
た
め
、
運
行
方
法
な
ど
に
つ
い

て
、
今
後
も
皆
様
の
御
意
見
を
お
聞
き
し
な

が
ら
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
の
都
度
検
討
を

進
め
、
利
用
料
金
に
見
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
、
執
り
進
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
御
理
解
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
原
文

の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す

司
平
成
26
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受

け
付
け
・
相
談

期
間

２
月
16
日（
月
）～
３
月

16

16
日（
月
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

場
所富

良
野
税
務
署

（
富
良
野
市
桂
木
町
３
番
２
号
）

役
場
１
階
相
談
室

持
ち
物

・
印
鑑

・
前
年
の
確
定
申
告
書
の
控
え

・
源
泉
徴
収
票（
原
本
）

・
国
民
年
金
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
地
震

保
険
料
の
支
払
証
明
書

（
国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
た
控
除
証
明
書
が
必
要
）

・
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
領
収
書
の
原

本（
必
ず
合
計
金
額
を
計
算
の
う
え
持
参

く
だ
さ
い
）

・
申
告
者
の
還
付
先
の
口
座
番
号（
本
人
名

義
）が
わ
か
る
も
の

・
そ
の
他
各
種
控
除
に
必
要
な
書
類

※
事
業
所
得（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
）が
あ

る
方
は
、
必
ず
収
支
内
訳
書
か
青
色
申
告

決
算
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
作
成
し

て
い
な
い
場
合
は
、
受
け
付
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
減
価
償
却
費
も
必

ず
計
算
し
て
く
だ
さ
い

所
得
税
の
確
定

所
得
税
の
確
定
申申

告
が
始
ま
り
ま

告
が
始
ま
り
ま
すす

計



【
ご
意
見

【
ご
意
見
】】

平
成
25
年
８
月
に
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
「
上
富
良
野
町
高
速
無
線
施
設
ご
利

用
ア
ン
ケ
ー
ト
ご
協
力
の
お
願
い
」
に
つ
い

て
の
質
問

農
村
部
な
ど
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

利
用
意
向
等
の
調
査
が
昨
年
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
そ
の
結
果
に

よ
り
今
後
の
整
備
計
画
の
具
体
化
を
図
る
事

と
し
て
い
ま
す
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
、
こ
の
無
線
施
設
に
少
く
と
も
２

億
６
千
万
円
以
上
を
投
じ
て
整
備
工
事
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は（
上
富
良
野
町
に

よ
る
無
線
方
式
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
を
）

１
．
す
ぐ
に
利
用
し
た
い

２
．
今
後
利
用

す
る
か
も
し
れ
な
い

３
．
利
用
し
な
い

４
．
利
用
す
る
か
わ
か
ら
な
い

の
4
択
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
設
問
で
は
露
骨
に
、
３
以
外
は
賛
成

票
と
な
る
誘
導
設
問
で
し
た
。

さ
て
、
現
在
既
に
議
会
で
も
承
認
さ
れ
無

線
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
工
事
が
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
の
情
報
を
公

開
す
る
の
は
至
極
当
然
の
こ
と
と
思
い
ま
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
？

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
っ
て
（
対
象
住
民

の
多
数
の
賛
同
に
よ
っ
て
）農
村
部
の
無
線

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
明
確
に
開
示
し
て
下
さ
い
。

東
５
線
北
28
号

中
西
靖
男

質
問
の
あ
り
ま
し
た
利
用
意
向
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果（
概
要
）に
つ
い
て
は
、
以

下
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
配
布
件
数
790
件
、
う
ち
回
答

い
た
だ
い
た
件
数
193
件（
回
答
率

193

24.4
％
）。
回

答
い
た
だ
い
た
193
件
の
う
ち
「
利
用
す
る
」

52
件（

52

26.9
％
）、「
利
用
す
る
か
も
し
れ
な

い
」
65
件（

65

33.7
％
）、「
利
用
し
な
い
」

65

33.7

40
件

（
20.7
％
）、「
わ
か
ら
な
い
」

20.7

27
件（

20.7

27

14.0
％
）、

「
不
明
」
9
件（
4.7
％
）と
な
っ
て
お
り
ま
す

（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は
、
行
政

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

質
問
の
後
段
に
お
け
る
「
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
よ
っ
て
（
対
象
住
民
の
多
数
の
賛
同
に

よ
っ
て
）」
に
つ
い
て
で
す
が
、
当
該
ア
ン

ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
「
利
用
意
向
等
を
調
査

し
、
そ
の
結
果
に
よ
り
今
後
の
整
備
計
画
の

具
体
化
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
事
業
実
施
を
判
断
す

る
た
め
に
実
施
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
整
備
後

に
お
け
る
当
該
施
設
利
活
用
の
一
つ
と
し
て

提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
数
に
つ
い
て
は
、
回
答
い
た
だ
い
て

い
な
い
世
帯
の
利
用
を
含
め
、
概
ね
100
世
帯

（
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
世
帯
数
の
約
13
％
）以
上

は
見
込
め
る
と
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

【
回
答

【
回
答
】】総
務
課
企
画
財
政

総
務
課
企
画
財
政
班班

町
内
９
か
所
に
町
民
ポ
ス
ト
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
電
子
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
町
の
行
政
施
策
な
ど
へ
の
ご
意
見
・
ご

要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
意
見
・
ご
要

望
と
回
答
は
、
役
場
１
階
町
政
情
報
提
供

コ
ー
ナ
ー
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
に
は
詳
細
の
確
認
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
匿
名
の
場
合
で
も

担
当
課
に
そ
の
内
容
を
伝
え
、
協
議
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
が
、
ご
意
見
の
内
容
と
回

答
に
つ
い
て
は
原
則
、
広
報
か
み
ふ
ら
の
に

は
掲
載
し
な
い
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
回
答
で
き
な
い
ご
意
見
の
内
容
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
特
定
の
個
人
や
団
体
を
誹
謗（
ひ
ぼ
う
）中

傷
す
る
も
の

②
誹
謗
中
傷
以
外
の
内
容
で
、
個
人
や
団
体

が
特
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
広
報

か
み
ふ
ら
の
へ
の
回
答
掲
載
は
行
わ
な
い

③
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の

④
宣
伝
、
広
告
、
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
な
も
の

⑤
政
治
、
宗
教
活
動
と
み
な
さ
れ
る
も
の

⑥
町
の
業
務
と
無
関
係
な
も
の

⑦
不
当
要
求
に
当
た
る
も
の

⑧
回
答
が
困
難
な
も
の
、
回
答
す
る
こ
と
が

適
当
で
な
い
と
判
断
し
た
も
の

問
合
せ

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

拶
盈
６
９
８
５

ご
意
見
・
ご
要
望

ご
意
見
・
ご
要
望
をを

お
寄
せ
く
だ
さ

お
寄
せ
く
だ
さ
いい

司
平
成
26
年
分
確
定
申
告
還
付
な
ど
の
受
け

付
け
・
相
談
会

対
象
者

・
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方

・
給
与
収
入
の
あ
る
方
で
、
医
療
費
控
除
・

住
宅
借
入
金
特
別
控
除
の
還
付
申
告
の
あ

る
方

※
不
動
産
、
事
業
所
得
な
ど
の
所
得
、
土
地

や
建
物
、
株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
が
あ
る

方
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

日
時

２
月
４
日（
水
）・
５
日（
木
）

９
時
～
11
時
11

30
分
、

11

30

13
時
～

11

30

13

16
時

場
所

消
防
２
階
大
会
議
室

持
ち
物

通
常
の
確
定
申
告
と
同
じ

司
還
付
申
告
は
お
早
め
に

還
付
申
告
は
２
月
２
日（
月
）か
ら
町
民
生

活
課
税
務
班
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。
確
定

申
告
期
間
は
非
常
に
混
雑
し
ま
す
の
で
、
還

付
の
申
告
は
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

司
公
的
年
金
等
を
受
給
中
の
方
へ

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
が
400
万

円
以
下
で
、
か
つ
公
的
年
金
等
に
か
か
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
場
合
、

平
成
23
年
以
降
分
に
つ
い
て
は
所
得
税
の
確

定
申
告
は
必
要
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
還
付

を
受
け
る
に
は
申
告
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
合
せ

町
民
生
活
課
税
務
班

拶
盈
６
９
８
９

詣

こんこんななご意見が寄せられましが寄せられましたた



警

町
で
は
、
介
護
保
険
事
業
を
は
じ
め
と
す

る
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
の
目
標
な
ど
を
定

め
る
「
上
富
良
野
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

（
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
）」
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

策
定
に
当
た
り
、
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

上
富
良
野
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

上
富
良
野
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画画

（
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
）（
案

（
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
）（
案
））

恭
基
本
理
念

『
住
み
慣
れ
た
地
域
で
支
え
あ
い
、
自
分

ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地
域

社
会
の
実
現
』

自
ら
の
経
験
と
知
恵
を
生
か
し
、
共
に
支

え
合
い
、
高
齢
者
が
社
会
的
活
動
に
参
加
し

な
が
ら
、
心
豊
か
に
、
生
き
が
い
の
あ
る
健

康
で
安
ら
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

恭
基
本
施
策

●
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し
の
推
進

①
介
護
予
防
と
健
康
づ
く
り
の
総
合
的
な
推

進
②
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加
の
支
援

●
地
域
に
お
け
る
ケ
ア
体
制
の
充
実

①
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
活
動
の
推
進

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

第
６
期
の
計
画
期
間
中
、
高
齢
者
人
口
と

要
介
護
認
定
者
数
が
年
々
増
加
す
る
見
込
み

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
方
が
増
え
、
介
護
給
付
費
な
ど
の
増
加

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
65
歳
以
上（
第

介
護
給
付
費
な
ど
の
推
計

平
成
27
～
27

29
年
度
の
介
護
給
付
費
の
見
込

額
な
ど
か
ら
算
定
さ
れ
る
、
介
護
保
険
料

（
基
準
額
）の
概
算
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
６
期
計
画
で
は
、
国
の
施
策
を
基
に
所

得
段
階
区
分
の
見
直
し
や
低
所
得
者
層
に
対

す
る
負
担
軽
減
対
策
を
盛
り
込
み
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
算
定

計
画（
案
）に
対
す
る
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限

２
月
１０
日（
火
）

閲
覧
方
法

こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
の
は
計
画
案
の

要
旨
で
す
。
計
画
案
の
全
体
を
ご
覧
に
な

る
場
合
は
、
町
内
９
か
所
に
設
置
し
て
あ

る
町
民
ポ
ス
ト
に
備
え
付
け
の
冊
子
か
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
閲
覧
し
て

く
だ
さ
い
。

町
民
ポ
ス
ト
設
置
場
所

役
場
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み

ん
、
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
、
公
民

館
、
町
立
病
院
、
上
富
良
野
郵
便
局
、
Ｊ

Ｒ
上
富
良
野
駅
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

中
茶
屋
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
上
富
良
野
支
所

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法（
様
式
は
自
由
で
す
）

持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
、
町
民
ポ
ス
ト（
右
の
９
か
所
）

※
提
出
す
る
意
見
に
は
住
所
、
氏
名（
団
体

名
）、
電
話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

記
載
の
な
い
場
合
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

結
果
の
公
表

３
月
上
旬

問
合
せ

参
０
７
１
‐
０
５
６
１

上
富
良
野
町
大
町
２
丁
目
８
番
４
号

保
健
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

拶
盈
６
９
８
７

鯖
盈
５
７
８
８

h
o
ken
@
to
w
n
.kam
ifu
ran
o
.lg
.jp

h
ttp
://w
w
w
.to
w
n
.kam
ifu
ran
o
.h
o
kkaido

.jp
/

第6期

第5期
21億9千万円

第6期
26億6千万円

7.2億円
7.5億円

8.1億円
8.9億円

9.7億円

１
号
被
保
険
者
）の
法
定
負
担
割
合
が
第
5

期
の
21
％
か
ら

21

22
％
に
見
直
さ
れ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
介
護
保
険
料
の
積
算
基
礎
と
な
る

額
が
大
幅
に
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

②
在
宅
生
活
を
支
え
る

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供

③
安
心
で
き
る
住
ま
い

の
確
保
と
防
災
・
防
犯
対
策
の
推
進

④
医
療
と
介
護
の
連
携
の
推
進

⑤
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
と

地
域
ケ
ア
会
議
の
充
実

●
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
な
運
営

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援

②
介
護
保
険
制
度
の
適
正
・
円
滑
な
運
営

●
権
利
擁
護
の
推
進

①
高
齢
者
の
人
権
尊
重
と
虐
待
の
防
止

②
権
利
擁
護
の
推
進

介護給付費等の推移

パブリック
コメント

～

あ
な
た
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

～

第5期保険料
（Ｈ24～26年度）

3,950円（月額）

第6期保険料
（Ｈ27～29年度）

4,400～4,700円（月額）

第６期の介護保険料（基準額）

11.4～19％増

※今後の見直しで変更になる
場合があります

7.2億円



軽

平成27年
上富良野町成人式

社会人として
決意を新たに

平成27年上富良野町成人式が１月11日（日）、保健福祉総合センター

かみんで行われました。

この日、成人を迎えたのは147人（男性80人、女性67人）で、102人が

式典に出席。向山富夫町長と西村昭教町議会議長からは、大人として

社会で活躍する姿を期待し、激励の言葉が贈られました。これを受

け、新成人の藤田晃大さんと吉田楓さんが「誓いのことば」、佐々木将

哉さんが「日々の生活を大切にし、若者らしく社会に貢献できるよう

努力します」と答辞を述べ、社会人としての決意を新たにしました。

式の最後には、北海道日本ハムファイターズの2015年上富良野町応

援大使に選ばれた杉谷拳士選手と石川慎吾選手からのビデオメッセー

ジが披露されたほか、閉式後には、東中清流獅子舞保存会と上富良野

安政太鼓保存会の記念公演が行われ、新たな門出を祝福しました。

新成人から
ひとこと

宮
ヶ
丁
悠
子
さ
ん

細
川
珠
寿
希
さ
ん

福
元
華
乃
さ
ん

佐
々
木
将
哉
さ
ん

原
島
大
周
さ
ん

宮ヶ丁さん 成人式を迎えたので、自立した大人になりたい。
細川さん 責任感を持って社会人として過ごして行きたい。
福元さん ２人目の子を出産するので、母として頑張ります。

佐々木さん 大人としては
未熟ですが、町に貢献でき
るよう頑張りたいです。

船
木
里
恵
さ
ん

出
倉
祥
子
さ
ん

瀬
川
亜
沙
美
さ
ん

長
沼
幸
典
さ
ん

戸
田
耕
陽
さ
ん

原島さん ここまで育ててもらった親に感謝しています。
長沼さん お世話になった親に、親孝行をしていきたい。
戸田さん 町の将来を担う新成人として頑張ります。上

富良野町を有名にしたい！

船木さん 大人としての責任感を持ち、これからも頑張ります。
出倉さん 大人になったので社会貢献をしたい！まずは献血から。
瀬川さん まだ学生なので、勉強を頑張りたいです。

参加者の皆さんに、
成人式を迎えてのキモ
チや今後の野望（随）を
聞いちゃいました辞
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北海道日本ハムファイター北海道日本ハムファイターズズ

上富良野町 応援大上富良野町 応援大使使にに杉谷杉谷・・石川石川選手選手

入
団
７
年
目
の
２３
歳
。
昨
シ
ー
ズ
ン
は
開

幕
か
ら
１
軍
に
定
着
し
、
主
に
代
打
や
代
走

と
し
て
活
躍
。

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
実
施
す
る
「
北

海
道
１７９
市
町
村
応
援
大
使
」。
今
年
は
つ
い
に
上
富
良

野
町
が
応
援
市
町
村
に
選
ば
れ
、
応
援
大
使
に
は
「
杉

谷
拳
士
」「
石
川
慎
吾
」
の
両
選
手
が
決
定
！

若
き
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
戦
士
と
し
て
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
両
選
手
が
１
月
か
ら
１２
月
ま
で
の
１
年

間
、
上
富
良
野
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

「
北
海
道
１７９
市
町
村
応
援
大
使
」
は
同
球

団
が
２
０
１
３
年
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
毎

年
18
市
町
村
に
そ
れ
ぞ
れ
２
選
手
ず
つ
応
援

大
使
を
任
命
し
、
チ
ー
ム
を
挙
げ
て
北
海
道

を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
試
み
。

応
援
大
使
決
定
後
の
昨
年
12
月
12

19
日
に

は
、
球
団
か
ら
両
選
手
の
等
身
大
パ
ネ
ル
と

直
筆
サ
イ
ン
入
り
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
が
町
に
贈

ら
れ
、
こ
れ
ら
は
現
在
、
役
場
庁
舎
１
階
の

特
設
コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
記
念

撮
影
も
大
歓
迎
で
す
の
で
来
庁
の
う
え
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

昨
シ
ー
ズ
ン
は
惜
し
く
も
、
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
シ
リ
ー
ズ
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
最

終
戦
で
涙
を
の
ん
だ
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
。
今
季

の
両
選
手
の
チ
ー
ム
で
の
活
躍
と
、
応
援
大

使
と
し
て
の
活
躍
を
お
楽
し
み
に
！

入
団
４
年
目
の
２１
歳
。
昨
シ
ー
ズ
ン
は
１

軍
で
４４
試
合
に
出
場
。
パ
ン
チ
力
の
あ
る
打

撃
が
魅
力
で
、
１
軍
定
着
が
期
待
さ
れ
る
。

１９９１年２月４日生まれ。東京都出身。帝京高

‐日本ハム。右投げ両打ち。内野手

１９９３年４月27日生まれ。大阪府出身。東大阪

大柏原高‐日本ハム。右投げ右打ち。外野手

杉谷拳士選手 背番号61 石川慎吾選手 背番号49

石川慎吾
いしかわしんご

杉谷拳士
すぎやけんし

問合せ 総務課企画財政班 拶盈6980

贈られた等身大パネルとサイン入りユニフォーム

201201
55年年



今年の大雪像は、大人気の「妖怪ウォッチ」。ジバ

ニャン、ウィスパー、ケイタくんが登場するよ！

イベントでは恒例の「チョコまき」や「スノーモー

ビル・雪上ゴムボート体験搭乗」などのほか、今年は

「みかん拾い」とスリル満点の「エアーボード体験」

を初開催。お楽しみの宝探しでは、大雪像にちなんで

「妖怪メダル」も当たっちゃうゾ～!!

日時・場所 2月1日(日)10時～15時 日の出公園

問合せ 産業振興課商工観光班 拶盈6983

第５１回 かみふらの雪まつり

ウィンターサーカス～雪の芸術～

今年で10回目を迎えるウィンターサーカス。雪を

使ったランドアートをアーティストが発想し、地域が

制作のサポートをする、長くて寒い北海道の冬を楽し

むアートプロジェクトです。

真っ白な雪景色の中に浮かぶ雪のランドアート。美

しくライトアップされる夜には、いつもの見慣れた風

景が、特別な空間に変わります。

日時 2月14日(土)・15日(日)17時～20時

場所 深山峠(トリックアート美術館前）、見晴台公園

問合せ 大雪・富良野ルートサポートセンター

（担当：芝崎） 拶0166-35-5731

鶏

北国の冬を快適に過ごすにはまず「雪」と上手に付

き合うこと。そこで、除排雪や雪の利活用について考

えるセミナーを開催します。あらためて冬の暮らしに

ついて考えてみませんか。

参加料は無料で、事前申込みは不要です。直接会場

にお越しください。

日時 2月13日（金） 18時30分

場所 保健福祉総合センターかみん

講師 北海道科学大学 苫米地司学長、同大学工学部

建築学科 谷口尚弘教授、同大学寒地環境エネル

ギーシステム研究所 半澤久所長

問合せ 町民生活課自治推進班 拶盈6985

昨年2月１０日、町の総意として「健康づくり推進

のまち」宣言をしてから１年が経過しました。

この日を記念して講演会を行います。健康の大

切さを再確認して、地域全体で「健康づくり推進の

まち かみふらの」を盛り上げていきましょう！

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠遠ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣慣「がんを遠ざける生活習慣」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
テーマ

日時 2月10日（火）18時～19時30日時 2月10日（火）18時～19時30分分
17時30分開17時30分開場場

場所 保健福祉総合センターかみ場所 保健福祉総合センターかみんん
入場無入場無料料

プロフィール 1955年、東京都生まれ。慶応義塾大

学医学部卒業、同大学大学院医学研究科公衆衛生学

専攻博士課程修了。医学博士。専門はがんの疫学

研究（がんの原因究明と予防に関する研究）。ハー

バード大学疫学及び栄養学教室客員研究員、厚生労

働省・文部科学省の研究班長を歴任。国立がんセン

ター研究所臨床疫学研究部長などを経て現在、独立

行政法人国立がん研究センターのがん予防・検診研

究センター長。2014年に北海道大学大学院医学研

究科がん予防内科学講座客員教授に就任。

講師 独立行政法人国立がん研究センター
がん予防・検診研究センター長

津 金 昌 一 郎 氏上富良野町民の３人に１人は「がん」

で亡くなっています。町が進めるがん対

策は、重症化予防のための「がん検診受

診率の向上による早期発見」と、発症予

防のための「生活習慣の改善」ですが、

中でも生活習慣が引き金となる消化器系のがんが多く、

生活習慣の見直しが大きな課題となっています。

日本人の死亡原因第1位となっている「がん」。高齢化

社会の進展とともに増え続け、今や2人に1人はがんにな

る時代ですが、近年では発生メカニズムが解明され、予

防も可能になってきています。

イベント

インフォメーション

「「健康づくり推進のまち」宣健康づくり推進のまち」宣言言

１周年記念講１周年記念講演演

ୱに૶̱͚イαンΠ
冬季生活に生かす雪対策セミナー

昨年の雪まつりの会場入口
では、雪だるまがお出迎え

昨年のウィンターサーカス
深山峠会場のランドアート
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芸

■
高
額
介
護
合
算
療
養
費
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
介
護
保

険
の
両
方
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の

負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。
一
つ

の
世
帯
が
１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療

と
介
護
の
自
己
負
担
額
の
合
計
が
限

度
額
を
超
え
た
と
き
は
、
そ
の
超
え

た
額
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
介

■
医
療
費
通
知
に
つ
い
て

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
希
望
さ
れ
る

方
に
、
医
療
費
を
半
年
ご
と

に
ま
と
め
た
医
療
費
通
知
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

次
回
の
発
行
は
平
成
27
年

３
月
末（
平
成
26
年
７
～

26

12

月
診
療
分
）に
行
い
ま
す
。

新
た
に
発
行
を
希
望
さ
れ

る
方
は
お
手
数
で
す
が
、
北

海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
町
民
生
活
課
総
合
窓

口
班
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

（
電
話
の
み
で
手
続
き
で
き

ま
す
）。

※
既
に
「
発
行
希
望
」
の
ご

連
絡
を
い
た
だ
い
て
い
る

方
に
は
継
続
し
て
発
行
し

ま
す
の
で
、
あ
ら
た
め
て

問
合
せ

〒
０
６
０
‐
０
０
６
２

札
幌
市
中
央
区
南
２
条
西
14
丁
目

国
保
会
館
６
階

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合拶
０
１
１
‐
２
９
０
‐
５
６
０
１

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

拶
盈
６
９
８
５

自己負担額の合計の基準額区 分負担割合

67万円現役並み所得者3割

56万円一般

31万円区分Ⅱ（※１）住民税非課税世帯1割

19万円区分Ⅰ（※２）

※１ 世帯全員が住民税非課税である方

※２ 世帯全員が住民税非課税で、世帯全員の所得が０円（公的年金収

入のみの場合は受給額が８０万円以下）か老齢福祉年金を受給して

いる方

諮自己負担限度額表資

1年分の自己負担額の計算期間：8月1日～翌年7月31日 後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後
期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上

20

60
歳

未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金
に

加
入
し
、
国
民
年
金
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

★
国
民
年
金（
基
礎
年
金
）３
つ
の
メ

リ
ッ
ト

①
老
後
を
支
え
ま
す（
老
齢
基
礎
年

金
）

②
病
気
や
け
が
で
障
が
い
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
支
え
ま
す（
障
害

基
礎
年
金
）

③
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
子

の
あ
る
配
偶
者
・
子
を
支
え
ま
す

（
遺
族
基
礎
年
金
）

★
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い

公
的
年
金
制
度
は
、
現
役
世
代
が

納
め
る
保
険
料
で
高
齢
者
の
年
金
を

負
担
す
る
「
世
代
と
世
代
の
支
え
合

い
」
が
基
本
と
な
っ
て
い
ま
す
。

★
各
種
納
付
猶
予
制
度

学
生
納
付
特
例
制
度

本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

制
度
で
す
。
対
象
は
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、
短

期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
や
各
種
学
校

（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課

程
）に
在
学
す
る
方
で
す
。

今月の

年金
のお話

■
医
療
機
関
に
入
院
さ
れ
る
方
へ

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
す

る
と
入
院
・
外
来
で
一
定
額
以
上
支

払
う
必
要
が
な
く
な
り
、
食
事
代
も

減
額
さ
れ
ま
す
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
町
民

生
活
課
総
合
窓
口
班
へ
の
申
請
が

必
要
で
す
。

護
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

受
給
に
は
町
民
生
活
課
総
合
窓
口

班
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
の
い
ず
れ
か
が

０
円
の
場
合
は
対
象
外

※
支
給
額
が
500
円
以
下
の
場
合
は
支

給
な
し

連
絡
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

※
医
療
費
通
知
は
、
確
定
申
告
な
ど

の
「
医
療
費
控
除
」
の
領
収
書
の

代
わ
り
に
は
な
り
ま
せ
ん

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

学
生
で
な

い
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
と
配

偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

ど
ち
ら
の
制
度
も
承
認
期
間
は
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
に
必
要
な
期
間

に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
収
入

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
保
険
料
の

納
付
が
可
能
と
な
っ
た
時
に
「
追
納

制
度
」
を
利
用
す
れ
ば
、
将
来
受
け

取
る
年
金
額
を
増
額
で
き
ま
す
。

問
合
せ

旭
川
年
金
事
務
所

拶
０
１
６
６
‐
２
７
‐
１
６
１
１

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

拶
盈
６
９
８
５

旭
川
年
金
事
務
所
で
は
毎
月
１

回
「
年
金
相
談
所
」
を
開
設
し
、

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
請
求
手
続

き
な
ど
の
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時

２
月
12
日（
木
）

９
時
３０
分
～

３０

１６
時

場
所

富
良
野
市
役
所

申
込
み
・
問
合
せ

旭
川
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

拶
０
１
６
６
‐
７
２
‐
５
０
０
４

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

～
新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ
～
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司
放
課
後
ス
ク
ー
ル

場
所

上
富
良
野
小
学
校
、
上
富
良

野
西
小
学
校

実
施
日

月
～
金
曜
日
の
放
課
後
～

１６
時

休
業
日

学
校
休
校
日
、
日
曜
日
、

祝
日

対
象
児
童

小
学
１
～
６
年
生

登
録
費

１
千
２００
円（
１
年
間
）

※
利
用
状
況
に
よ
る
返
還
な
し

帰
宅
方
法

放
課
後
ス
ク
ー
ル
終
了

後
、
各
自
で
帰
宅
し
ま
す

司
放
課
後
ク
ラ
ブ

場
所

上
富
良
野
小
学
校

実
施
日

月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除

く
）の
放
課
後
～
１８
時
、
学
校
休

校
日
の
８
～
18
時（
有
料
で
早
朝
、

延
長
あ
り
）

休
業
日

日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
12

31

日
～
１
月
５
日

対
象
児
童

小
学
１
～
６
年
生

対
象
条
件

暫
保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、
放

課
後
に
留
守
家
庭
と
な
る
世
帯
で

あ
る
こ
と（
就
労
証
明
な
ど
の
書

類
提
出
）

暫
町
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と

利
用
料

１
千
円（
１
か
月
）

※
利
用
状
況
に
よ
る
返
還
な
し

帰
宅
方
法

必
ず
保
護
者
に
迎
え
に

来
て
い
た
だ
き
ま
す

司
保
護
者
説
明
会

放
課
後
ク
ラ
ブ
、
放
課
後
ス
ク
ー

ル
の
利
用
を
希
望
す
る
保
護
者
は
、

説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

２
月
２
日（
月
）

19
時

２
月
５
日（
木
）

19
時

場
所

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

内
容

事
業
内
容
と
手
続
き
方
法
の

説
明（
１
時
間
程
度
）

司
申
込
方
法

保
護
者
説
明
会
の
翌
日
か
ら
２
月

放
課
後
児
童
支
援
員
・

支
援
補
助
員
募
集

放
課
後
ク
ラ
ブ
で
勤
務
す
る
放
課

後
児
童
支
援
員
と
支
援
補
助
員
を
募

集
し
ま
す
。

勤
務
時
間

・
学
校
登
校
日
は
13
時
～

13

18
時

13

18

45
分

・
学
校
休
業
日
は
６
時
45
分
～

45

18
時

45
分（
２
交
代
制
）

※
日
曜
・
祝
祭
日
、
12
月
12

31
日
～
１

月
５
日
は
休
み
。
勤
務
日
・
時
間

は
調
整
の
う
え
毎
月
シ
フ
ト
を
編

成
し
、
週
29
時
間
以
内
の
勤
務

賃
金

１
時
間
750
円
～

750

860
円（
資
格

の
有
無
、
経
験
年
数
に
よ
る
）

募
集
人
員

若
干
名

応
募
資
格

・
児
童
福
祉
事
業
に
意
欲
の
あ
る
60

歳
未
満
の
健
康
な
方

・
教
員
、
幼
稚
園
教
諭
、
保
育
士
の

資
格
を
有
し
、
児
童
福
祉
事
業
に

意
欲
の
あ
る
60
歳
未
満
の
健
康
な

方
申
込
方
法

放
課
後
プ
ラ
ン
事
業
指

導
員
申
込
書
を
上
記
に
提
出

申
込
期
限

２
月
16
日（
月
）

[広告]

お
わ
び

広
報
か
み
ふ
ら
の
１２
月
１２

25
日
号

１７
ペ
ー
ジ
「
季
節
労
働
者
向
け
資

格
取
得
支
援
講
習
」
の
問
合
せ

先
、
富
良
野
広
域
圏
通
年
雇
用
促

進
協
議
会
の
電
話
番
号
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
拶
曳

２
３
１
２
」
で
す
。
お
わ
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

拶
盈
６
９
８
５

放課後事放課後事業業

教育委員会では、地域の皆さんのご協力をいただきながら、安

心・安全な子どもの活動拠点「放課後スクール」

と、放課後や休校日（夏休みなど長期休校含む）に、

保護者が仕事などで留守となる児童の預かり事業

「放課後クラブ」を行っています。

申込み・問合せ 教育振興課社会教育班 拶盈5511

登
録
児
童
募
集

27
日（
金
）ま
で
に
、
申
込
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
前
年
度
に

登
録
し
た
方
も
、
必
ず
新
た
に
申
込

書
を
提
出
願
い
ま
す
。

お子さんの予防接種は
お済みですか

今
春
、
入

園
や
入
学
を

控
え
た
お
子

さ
ん
の
予
防

接
種
は
お
済
み
で
す

か
。
今
年
度
中
の
接
種

日
程
は
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

受
け
忘
れ
が
な
い
か

今
一
度
、
母
子
手
帳
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

酸
四
種
混
合
、
ポ
リ
オ
、
ヒ
ブ
、
小

児
肺
炎
球
菌
・
水
痘

１
月
27
日（
火
）

２
月
３
日（
火
）・
17
日（
火
）

３
月
３
日（
火
）・
17
日（
火
）

酸
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、

ヒ
ブ
、
小
児
肺
炎
球
菌
・
水
痘

２
月
10
日（
火
）、
３
月

10

10
日（
火
）

問
合
せ

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

拶
盈
６
９
８
７

北海道犯罪のない安全で安心な地域づくり推進会議

では、犯罪被害防止に関する情報などを「安全安心な地

域づくり」メールマガジンとして毎月２回程度、配信し

ています。登録は無料ですのでぜひ、ご利用ください。

登録方法 「北海道のメールマガジン」で検索し、登録

※携帯端末への配信はしていません

問合せ 北海道環境生活部くらし安全局道民生活課

安全安心グループ 拶011-231-4111

安全安心な地域づくりメールマガジン

平成27年度平成27年度
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鯨

地域に密着した情報を配信中！富良野警察署ホームページ http://www.furano-syo.police.pref.hokkaido.lg.jp/

ラ
ベ
ン
ダ

ラ
ベ
ン
ダ
ーー

場所・問合せ先など開設日時内 容

保健福祉総合センターかみん
行政相談員 田中博（南町2丁目1番13号）拶盈2882
毎月第１火曜日 問合せ：総務課総務班 拶盈6400

2月 3日（火）

13:00～16:00

国の仕事やサービス、各種制度の手
続き、困り事や苦情、意見、要望

行政相談

富良野市若松町17番1号（富良野市役所となり）
富良野市消費生活センター 拶曳1166
相談員：専門相談員

10:00～16:00

土・日曜日、
祝日を除く

契約や取引でのトラブル、商品や
サービスに関する相談・苦情など

消費者相談

富良野市弥生町1番1号
富良野市総務部市民相談室拶曳2301（内線1901）
相談員：専門相談員

9:30～16:30

土・日曜日、
祝日を除く

相続や金銭問題、離婚、家屋の賃貸
借や労働問題など幅広く対応します

住民相談
（日常相談）

富良野市弥生町1番1号
富良野市総務部市民相談室拶曳2301（内線1901）
相談員：弁護士 原則、毎月第２日曜日 要事前予約

2月 8日（日）

11:00～15:00

相続や金銭問題、離婚、家屋の賃貸
借や労働問題など幅広く対応します

法律相談

富良野市末広町2番10号 富良野保健所 拶姥３１６１
相談員：専門医 要事前予約
原則、毎月第1・第3水曜日 保健師による相談は随時

2月 4日（水）
18日（水）

14:00～15:00

不安や気分の落ち込みがひどい、よ
く眠れないなど精神的な悩み

こころの
健康相談

富良野市末広町2番10号 富良野保健所 拶姥３１６１
相談員：保健師 要事前予約
原則、毎月第2水曜日 平日９～17時には電話相談あり

2月18日（水）

10:00～16:00

妊娠や出産、子育て、不妊、更年期の
悩みなど女性の健康についての悩み

女性の
健康相談

富良野市末広町2番10号 富良野保健所 拶姥３１６１
相談員：司法書士、保健師 要事前予約
原則、毎月第2木曜日

2月12日（木）

13:30～15:30

多重債務などが理由で心の問題を抱
える方を対象に生活相談、健康相談

はーとまねー
センター

～相談はいずれも無料です。気軽にご相談ください～酸困ったときの相談窓困ったときの相談窓口口酸

教
育

道
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座

い
し
ず
え
大
学
と
の
連
携
講
座
と

し
て
、
昭
和
の
名
曲
を
中
心
に
活
動

し
て
い
る
バ
ン
ド
「
ア
ラ
カ
ン
ズ
」

の
演
奏
を
鑑
賞
し
ま
す
。

上
富
良
野
中
学
校
の
音
楽
教
諭
、

村
山
望
先
生
も
参
加
し
て
い
る
バ
ン

ド
で
、
当
日
は
「
マ
イ
・
ウ
ェ
イ
」

「
北
の
国
か
ら
の
テ
ー
マ
」「
千
の
風

に
な
っ
て
」
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル

の
楽
曲
を
演
奏
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
い
た
だ

け
ま
す
の
で
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

２
月
６
日（
金
）

10
時
10

30
分

場
所

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

拶
盈
５
５
１
１

み
ん
な
で
息
を
合
わ
せ
て
回
し
て

跳
ん
で
、
記
録
に
挑
戦
！

日
時

２
月
22
日（
日
）

８
時

22

30
分

場
所

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

対
象

小
学
生
以
上

種
目

小
学
生
の
部

一
般
の
部（
中
学
生
以
上
）

チ
ー
ム
編
成

１
チ
ー
ム
７
人

参
加
料

１
人
100
円

長
な
わ
と
び
大
会

町内の事件・事故発生状況（12月）
（ ）は前年比較

司事件

司事故

(＋１)１：人身事故発生件数
(±０)０：死 者 数
(＋１)１：傷 者 数
(＋３)39：物 損 件 数

(－５)０：刑 法 犯 認 知 件 数

ྀྀ月月1155඾඾ははȸȸൽൽ民民࢐࢐通通հհ஠஠のの඾඾ȹȹ
ྀྀ月月22ıı඾඾ははȸȸ地地域域հհ஠஠のの඾඾ȹȹ

例
年
、
氷
の
よ
う
に
な
っ
た
雪
が

屋
根
か
ら
落
ち
て
人
が
下
敷
き
に

な
っ
た
り
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
中
の

転
落
や
、
除
雪
機
に
巻
き
込
ま
れ
る

な
ど
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
、
事
故
の
予

防
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

興
屋
根
の
雪
や
つ
ら
ら
は
早
め
に
下

ろ
す

興
落
雪
の
危
険
が
あ
る
軒
下
を
歩
か

な
い

興
除
雪
機
に
よ
る

除
雪
は
安
全
を

確
か
め
な
が
ら

行
う

違
法
・
迷
惑
駐
車
は
ダ
メ
！

積
雪
期
の
道
路
は
、
除
雪
し
て
も

狭
く
な
り
が
ち
。
そ
こ
へ
路
上
駐
車

さ
れ
る
と
道
路
が
さ
ら
に
狭
ま
り
、

車
が
通
れ
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
車
両
の
通
行
や
除
排

雪
の
妨
げ
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
違

法
・
迷
惑
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

落
氷
雪
に
よ
る

事
故
防
止

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！

知
ら
な
い
番
号
か
ら
「
電
話
番
号

が
変
わ
っ
た
」「
必
ず
も
う
か
る
話

が
あ
る
」「
名
義
を
貸
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
の
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た

場
合
は
、
詐
欺
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

不
審
な
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た
ら
…

拶
電
話
番
号
、
口
座
番
号
な
ど
を
聞

き
出
す

拶
電
話
機
の
録
音
機
能
で
犯
人
と
の

会
話
を
記
録
す
る

拶
す
ぐ
に
警
察
へ
通
報
す
る

路
面
状
況
な
ど
に

応
じ
た
運
転
や

「
か
も
し
れ
な
い
」
運
転
で
危

険
予
知
に
努
め
、
交
通
事
故
の

防
止
を
！

冬
道
で
は
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12月の十勝岳問
合
せ

旭
川
地
方
気
象
台

拶
０
１
６
６
‐
３
２
‐
７
１
０
２

昨年10月18日、皆様のご協力

のもと廃品回収を実施し、今回

も100トンを超える新聞や牛乳

パック、段ボールなどの古紙が

集まりました。

お寄せいただいた古紙は換金

のうえ、部活動育成費用に充て

させていただきます。資金確保

のみならず、地域の皆様の温か

さに触れ、生徒の心が大きく成

長する貴重な機会に、今後もご

支援いただければ幸いです。

ご協力いただいた皆様、本当

にありがとうございました。

問合せ上富良野中学校拶盈2072

廃品回収協力へのお礼

み ん な の 伝 言 板

上富良野中学校
部活動育成会から

刺
場
所

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ

ン
タ
ー

【
優
良
講
習

３０
分
】

２
月
５
日（
木
）・
13
日（
金
）

13

１３
時

【
一
般
講
習

１
時
間
】

２
月
５
日（
木
）・
13
日（
金
）

13

１４
時

【
違
反
講
習

２
時
間
】

２
月
10
日（
火
）・

10

25
日（
水
）

10

25

１３
時

刺
場
所

上
富
良
野
消
防
署

【
優
良
講
習

３０
分
】

２
月
20
日（
金
）

20

13
時

※
受
講
前
に
、
警
察
署
で
の
免
許
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す

問
合
せ

富
良
野
地
方
交
通
安
全
協
会

拶
鰻
０
１
１
０

運
転
免
許
更
新
時
講
習

手
続
き

【
パ
ソ
コ
ン
講
習
】

定
員
10
人

◎
ワ
ー
ド
（
文
書
作
成
）、
エ
ク
セ
ル

（
表
計
算
）中
級
コ
ー
ス

日
時

2
月
17
・
17

19
・

17

19

24
・

17

19

24

26
日
、

３
月
３
・
５
・
10
・
10

12
日（
計

８

回
）

18
時
18

30
分
～

18

30

20
時

受
講
料

１
万
２
千
500
円

※
基
礎
コ
ー
ス
か
ら
引
き
続
き
受
講

の
場
合
は
９
千
908
円

住
民
講
座

一
般
ご
み
と
不
燃
ご
み
袋
に
掲
載

す
る
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

町
内
の
事
業
所
、
団
体
、
個

人
で
、
世
帯
全
員
に
町
税
の
滞
納

が
な
い
方

規
格

縦
1717
cm
×
横

17
cm

17

17
cm

17
cm

作
成
予
定
枚
数
、
料
金

一
般
ご
み
袋（
45
㍑
）

45

15
万
枚

７
万
５
千
円
/
１
コ
マ

一
般
ご
み
袋（
30
㍑
）
７
万
枚

３
万
5
千
円
/
１
コ
マ

ご
み
袋
有
料
広
告

募
集

申
込
み
・
問
合
せ

富
良
野
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

拶
鰻
２
６
１
９

不
燃
ご
み
袋（
45
㍑
）１
万
枚

5
千
円
/
1
コ
マ

不
燃
ご
み
袋（
30
㍑
）
１
万
枚

５
千
円
/
１
コ
マ

申
込
期
限

３
月
25
日（
水
）

申
込
み
・
問
合
せ

町
民
生
活
課
生
活
環
境
班

拶
盈
６
９
８
５

上
富
良
野
町
職
員
人
事

人
事

酸
退
職

坂
弥
雅
彦（
総
務
課
付
主
幹

12

月
6
日
付
）、
齊
藤
巧（
町
立
病
院

看
護
師

1
月
４
日
付
）

そ
の
他

貸
し
出
し
用
の
長
な
わ
あ

り
ま
す（
数
に
限
り
あ
り
）

申
込
期
限

2
月
16
日（
月
）

申
込
み
・
問
合
せ

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

拶
盈
５
５
１
１

『
活
動
状
況
お
よ
び
予
報
警
報
事
項
』

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
２（
火
口
周
辺
規
制
）

2
0
1
4
年
７
月
ご
ろ
か
ら
62
‐
2
火
口
に
近
い
観
測
点
で
山
体
浅
部

の
膨
張
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
地
殻
変
動
の
変
化
率
が
大
き
く
な
っ
て
お

り
、
膨
張
が
浅
い
領
域
に
ま
で
及
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
2
0

1
4
年
11
月
ご
ろ
か
ら
常
時
微
動（
※
）の
振
幅
レ
ベ
ル
が
増
大
し
、
山
体

浅
部
の
熱
水
活
動
が
高
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ご
く
小
規
模
な
噴
火
の
発
生
す
る
可
能
性
が
高

ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
12
月
12

16
日
に
火
口
周
辺
警
報
を
発
表
し
、
噴

火
警
戒
レ
ベ
ル
を
１（
平
常
）か
ら
２（
火
口
周
辺
規
制
）に
引
き
上
げ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
警
報
事
項
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

火
口
か
ら
お
お
む
ね
１
km
の
範
囲
で
は
噴
火
に
伴
い
飛
散
す
る
大
き
な

噴
石
に
警
戒
し
、
１
km
以
上
で
あ
っ
て
も
、
風
下
側
で
は
火
山
灰
や
小
さ

な
噴
石
が
風
に
流
さ
れ
て
降
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
火
山
性
地
震
や
火
山
性
微
動
と
違
い
、
途
切
れ
ず
に
長
時
間
継
続
す

る
。
山
体
浅
部
の
熱
水
活
動
な
ど
に
起
因
す
る
現
象
の
可
能
性
が
あ
る

『
噴
煙
な
ど
の
表
面
現
象
の
状
況
』

１
月
５
日（
期
間
外
）に
北
海
道
警
察
が
撮
影
し
た
上
空
か
ら
の
映
像
で
は
、
62
‐
2

火
口
周
辺
に
降
灰
な
ど
の
噴
火
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
62
‐
2

火
口
と
大
正
火
口
の
噴
煙
の
状
況
、
融
雪
か
ら
推
定
で
き
る
地
熱
の
状
況
に
特
段
の
変

化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

『
地
震
、
微
動
の
発
生
状
況
』

22
日
22

15
時
3
分
ご
ろ
、
継
続
時
間
が
約
３
分
の
振
幅
の
小
さ
い
火
山
性
微
動
を
観
測

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
22
日
の
夜
遅
く
に
か
け
て
、

22

62
‐
2
火
口
付
近
の
ご
く
浅
い
所

を
震
源
と
す
る
火
山
性
地
震
が
一
時
的
に
増
加
し
ま
し
た
。
一
連
の
活
動
の
間
、
遠
望

カ
メ
ラ
で
は
雲
の
た
め
火
口
の
状
況
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
空
振
や
継
続
時

間
の
長
い
微
動
の
発
生
は
無
く
、
噴
火
は
発
生
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な

お
、
火
山
性
微
動
を
観
測
し
た
の
は
2
0
1
4
年
９
月
19
日
以
来
で
し
た
。

『
地
殻
変
動
の
状
況
』

G
N
S
S
連
続
観
測（
※
）で
は
2
0
0
6
年
以
降
、
62
‐
2
火
口
浅
部
の
膨
張
を
示

す
と
考
え
ら
れ
る
変
動
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
道
立
総
合
研
究
機
構
地
質
研
究
所
が

観
測
し
て
い
る
62
‐
2
火
口
付
近
の
前
十
勝
観
測
点
で
は
、
2
0
1
4
年
７
月
ご
ろ
か

ら
変
化
率
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
観
測
点
で
は
変
化
率
の
増
大
は
み

ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
は
、
浅
部
の
膨
張
が
こ
れ
ま
で
よ
り
も
さ
ら
に
浅
い
領
域
に

及
ん
で
い
る
可
能
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

※
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
は
じ
め
と
す
る
衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
全
般
を
示
す
呼
称
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ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ（
W
杯
）旭
川
大
会
が
２
月
28
日

（
土
）、
３
月
１
日（
日
）の
両
日
、
旭

川
市
の
ス
キ
ー
場
「
サ
ン
タ
プ
レ
ゼ

ン
ト
パ
ー
ク
」
で
開
か
れ
ま
す
。

旭
川
で
の
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
W
杯
開

催
は
１
９
９
９
年
、
２
０
０
１
年
に

続
き
３
回
目
。
男
女
の
パ
ラ
レ
ル
大

回
転
と
パ
ラ
レ
ル
回
転
の
２
競
技
が

行
わ
れ
、
国
内
外
か
ら
約
120
人
の
選

手
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

日
本
人
選
手
で
は
、
旭
川
市
出
身

で
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
パ
ラ
レ

ル
大
回
転
の
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
、
竹
内

智
香
選
手
が
出
場
す
る
ほ
か
、
上
富

―
今
シ
ー
ズ
ン
の
、
こ
れ
ま
で
の
出

来
は
ど
う
で
す
か
。

９
月
に
シ
ー
ズ
ン
イ
ン
し
て
、
調

子
は
悪
く
は
な
い
で
す
が
、
今
ま
で

と
違
っ
た
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
心
境
の

変
化
も
あ
り
、
ま
だ
大
会
で
は
い
い

滑
り
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
焦
ら
ず

に
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
で
す
。

―
今
シ
ー
ズ
ン
に
か
け
る
意
気
込
み

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

表
彰
台
を
め
ざ
し
て
や
る
の
み
。

（
ア
ル
ペ
ン
競
技
で
は
）「
男
子
は
世

界
に
通
用
し
な
い
」
と
言
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
で
も
、
僕
は
自
分
を
信
じ

て
、
自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と
に
大

き
な
誇
り
を
持
ち
、
胸
を
張
っ
て
競

技
を
し
て
い
ま
す
。「
恩
返
し
を
す

る
」
と
言
う
と
何
だ
か
エ
ラ
そ
う
で

す
が
、
僕
の
そ
ん
な
想
い
が
、
応
援

し
て
く
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
伝
わ
れ

ば
う
れ
し
い
で
す
。

―
国
内
、
し
か
も
北
海
道
の
旭
川
で

の
開
催
で
す
。

W
杯
デ
ビ
ュ
ー
が
２
０
１
１
年
の

韓
国
で
し
た
。
そ
の
後
、
国
内
で
の

W
杯
開
催
が
な
か
っ
た
の
で
僕
自

身
、
国
内
の
W
杯
は
初
め
て
で
す
。

地
元
に
も
近
い
旭
川
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
た
く
さ
ん
の
方
が
応
援
に
来

て
く
れ
る
は
ず（
？
）で
す（
笑
）。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
、
会
場
で
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

海
外
で
自
分
を
磨
き
、
世
界
を
相

手
に
挑
戦
を
続
け
る
吉
岡
選
手
の
国

内
W
杯
初
参
戦
。
上
富
良
野
の
代
表

と
し
て
、
そ
し
て
日
本
の
代
表
と
し

て
戦
う
そ
の
雄
姿
を
目
の
当
た
り
に

す
る
機
会
は
、
残
念
な
が
ら
そ
う
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

W
杯
に
引
き
続
き
2
日（
月
）に
東

川
町
の
ス
キ
ー
場
「
キ
ャ
ン
モ
ア
ス

キ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
」
で
行
わ
れ
る
「
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
国
際
カ
ッ
プ
in
東
川
大

会
」
に
も
出
場
予
定
で
、
い
ず
れ
も

観
戦
は
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
ん
で
、
熱
い

声
援
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

吉
岡
健
太
郎
選
手

最
近
の
戦
績

２
０
１
３
年
１２
月

W
杯
P
G
S
イ
タ
リ
ア

12
位

２
０
１
４
年
１
月

W
杯
P
G
S
ス
ロ
ベ
ニ
ア

14
位

２
０
１
４
年

P
G
S
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

一番高い表彰台をめざ一番高い表彰台をめざしし世界に挑世界に挑むむ

上富良野町出上富良野町出身身

写真提供：SGSNOWBOARD

良
野
町
出
身
、
我
ら
が
「
吉
岡
健
太

郎
」
選
手
が
出
場
し
ま
す
。

昨
年
４
月
の
全
日
本
選
手
権
を
制

し
、
W
杯
の
表
彰
台
を
め
ざ
す
吉
岡

選
手
に
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
意
気
込
み

な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

2月28日
3月 1日

開催

問合せ 産業振興課商工観光班 拶盈６９８３


